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〔 1 〕　次の記述は、マイクロ波を利用する通信回線又は装置の特徴について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号か

ら選べ。　

１　周波数が高くなるほど、雪や雨による減衰が大きくなり、大容量の多重回線を安定に維持することが難しくなる。

２　周波数が高くなるほど、アンテナが小型になり、大きなアンテナ利得を得ることが困難である。

３　周波数帯域幅が広く取れるため、映像信号のような広帯域の信号も伝送できる。

４　自然雑音及び人工雑音の影響が少なく、良好な信号対雑音比(S/N)の通信回線を構成することができる。

　　　

［ 2 ］　次の記述は、通信衛星について述べたものである。　　　 内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、

　　　 内の同じ記号は、同じ字句を示す。

(１)　通信衛星を大別すると、周回衛星と静止衛星があり、一個の通信衛星を用いてそのサービスエリア内の特定地点と常時通信

を可能とするには、　Ａ　衛星が適する。

(２)　　Ａ　 衛星は、赤道上空約 36,000〔km〕の円軌道に打ち上げられた衛星で、地球の周囲を一回転する時間が、約 　Ｂ　

である。また、赤道上空の円軌道に等間隔に最小　Ｃ　個の衛星を配置すれば、地球の大部分の地域を常時カバーする通信網

が構成できる。

　　Ａ Ｂ Ｃ

１　静止 36 時間 2

２　静止 24 時間 3

３　周回 24 時間 6

４　周回 1 時間 30 分 3

５　周回 1 時間 30 分 6

〔 3 〕　図は、ＰＣＭ多重通信方式の原理的な構成例を示したものである。　　　 内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選

べ。　

　　Ａ Ｂ Ｃ

１　量子化 復号化 圧縮器

２　量子化 圧縮器 復号化

３　復号化 量子化 圧縮器

４　圧縮器 復号化 量子化

５　圧縮器 量子化 復号化

〔 4 〕　図に示す回路において、4〔Ω〕の抵抗に流れる電流の値として、正しいものを下の番号から選べ。

１　1.0〔Ａ〕

２　1.5〔Ａ〕

３　2.0〔Ａ〕

４　2.5〔Ａ〕

５　3.0〔Ａ〕
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〔 5 〕　デジタル符号列「０１０１１０」に対応する伝送波形が図に示す波形の場合、伝送符号形式の名称として、正しいものを下の番

号から選べ。　

１　複極性ＲＺ符号

２　複極性ＮＲＺ符号

３　単極性ＲＺ符号

４　単極性ＮＲＺ符号

５　ＡＭＩ符号

〔 6 〕　図に示す回路において、抵抗 R の両端の電圧の値として、最も近いものを下の番号から選べ。

１　40〔V〕

２　50〔V〕

３　60〔V〕

４　70〔V〕

５　80〔V〕

〔 7 〕　次の記述は、ＰＬＬ ( Phase-Locked Loop ) 回路について述べたものである。このうち正しいものを下の番号から選べ。

１　位相比較器、ローパスフィルタ及び電圧制御発振器から構成されている。

２　マルチバイブレータが、この回路の中心的構成部となっている。

３　比検波器、リアクタンス変調器及び電圧制御発振器等によって構成されている。

４　２個の入力を持つプッシュプル増幅回路から構成されている。

〔 8 〕　周波数帯域が 300〔Hz〕から 3.4〔kHz〕までのアナログ信号をＰＣＭ方式によってデジタル化する場合、標本化パルス周波数

の下限の値として、正しいものを下の番号から選べ。　

１　3.1〔kHz〕

２　3.4〔kHz〕

３　6.8〔kHz〕

４　8.0〔kHz〕

５　9.3〔kHz〕

〔 9 〕　次の記述は、図に示す４相ＰＳＫのパスレングス形変調器の原理的な動作について述べたものである。　　　 内に入れるべき字

句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、S1端子及び S2端子にそれぞれ“０”の信号が入り、ダイオード・スイッチが開放

となった場合を位相の基準とし、λは管内波長とする。　

(１)　変調入力として、S1端子及び S2端子にそれぞれ“１”及び“０”の信号が入力されたとき、被変調波出力は、 　Ａ　 の位

相変調を受ける。

(２)　変調入力として、S1端子及び S2端子にそれぞれ“１”及び“１”の信号が入力されたとき、 被変調波出力は、　Ｂ　 の位

相変調を受ける。

　　Ａ Ｂ

１　π/２ π

２　π/２ ３π/２

３　π π

４　π ３π/２

５　３π/２ π/２
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〔10〕　次の記述は、直交振幅変調 (ＱＡＭ) 方式について述べたものである。　　　 内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号か

ら選べ。ただし、　　　内の同じ記号は、同じ字句を示す。　

(１)　16ＱＡＭ方式は、二つの直交した (  
π
2 の位相差のある) ４値の 　Ａ　 波を２波合成して、16 個の信号点を持つＱＡＭ波を

得る方式である。

(２)　256ＱＡＭ方式は、同様に二つの直交した 　Ｂ　 値の　Ａ　 波を２波合成して、256 個の信号点を持つＱＡＭ波を得る方

式であり、ＱＰＳＫ(４ＰＳＫ) 方式と比較すると、同程度の占有周波数帯幅で 　Ｃ　の情報量を伝送できる。

Ａ Ｂ Ｃ

１　ＰＳＫ 16 64倍

２　ＰＳＫ 8 16倍

３　ＡＳＫ 16 64倍

４　ＡＳＫ 8 16倍

５　ＡＳＫ 16 4 倍

〔11〕　受信機の雑音指数が 6〔dB〕、等価雑音帯域幅が 10〔MHz〕及び周囲温度が17〔℃〕 のとき、この受信機の雑音出力を入力に

換算した等価雑音電力の値として、最も近いものを下の番号から選べ。ただし、ボルツマン定数は1.38 ×10-23〔J/K〕とする。　

１　9.4×10
-15
〔W〕 ２　1.4×10

-14
〔W〕 ３　8.0×10

-14
〔W〕 ４　1.6×10

-13
〔W〕 ５　2.4×10

-13
〔W〕

〔12〕　次の記述は、ＦＭ通信方式について述べたものである。　　　内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

(１)　最大周波数偏移を Δ f 、信号周波数を fmとすると、その変調指数は　Ａ　で表される。

(２)　ランダム雑音が復調器に入力されたとき、復調器出力の雑音電圧の大きさは周波数に　Ｂ　 する。

(３)　あらかじめ送信側で変調信号の高域部分の振幅を大きくしておくことを 　Ｃ　 といい、復調器出力の信号対雑音比(Ｓ／Ｎ)

を改善するために用いられる。

　　Ａ Ｂ Ｃ

１　Δ f ／ fm 比例 プレエンファシス

２　Δ f ／ fm 比例 デエンファシス

３　fm／Δ f 反比例 プレエンファシス

４　fm／Δ f 反比例 デエンファシス

５　fm／Δ f 比例 プレエンファシス

〔13〕　衛星通信において、衛星中継器の回線(チャネル)を地球局に割り当てる方式のうちで、「１搬送波ごとに１回線(チャネル)を割

り当てる方式」の名称として、正しいものを下の番号から選べ。　

１　デマンドアサイメント ２　プリアサイメント ３　ＳＣＰＣ ４　ＴＤＭＡ ５　ＦＤＭＡ

〔14〕　次の記述は、無線中継方式の一つである無給電中継方式について述べたものである。　　　 内に入れるべき字句の正しい組合せ

を下の番号から選べ。　

(１)　見通し外の２地点が比較的近距離の場合に利用され、金属板や金属網による反射板を用いて電波を目的の方向へ送出する方

式で、反射板の大きさが一定のとき、その利得は波長が　Ａ　なるほど大きくなる。

(２)　中継による電力損失は、中継区間が短いほど少なく、反射板の大きさが大きいほど 　Ｂ　、また、電波の到来方向が反射板

に直角に近いほど　Ｃ　。

　　Ａ Ｂ Ｃ

１　長く 多い 多い

２　長く 少ない 少ない

３　短く 多い 多い

４　短く 少ない 多い

５　短く 少ない 少ない
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〔15〕　次の記述は、パルスレーダーの最大探知距離を向上させる方法について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号

から選べ。

１　送信電力を大きくする。

２　アンテナの利得を大きくする。

３　アンテナの海抜高又は地上高を高くする。

４　受信機の感度を良くする。

５　送信パルスの幅を狭くし、パルス繰り返し周波数を高くする。

〔16〕　次の記述は、レーダーのアナログビデオ表示方式について述べたものである。　　　 内に入れるべき字句の正しい組合せを下の

番号から選べ。

(１)　ブラウン管 (ＣＲＴ) の中心から外周に向ってアンテナビームの回転方向に 　Ａ　 させて、放射状に掃引を行い、受信信号

をＣＲＴの蛍光面に表示する。掃引の長さが距離を表し、レーダーの位置を中心に、受信信号が平面図形として表示される方

式を　Ｂ　 スコープという。

(２)　横軸に距離を、縦軸に受信信号強度を表示する 　Ｃ　スコープは、レーダーの開発初期から用いられており、受信信号強度

の測定や信号の弁別に、オシロスコープの表示として用いられる。

　 Ａ Ｂ Ｃ

１　同期 ＲＨＩ Ａ

２　同期 ＰＰＩ Ａ

３　同調 ＲＨＩ ＰＰＩ

４　同調 ＰＰＩ ＲＨＩ

５　共振 ＰＰＩ ＲＨＩ

〔17〕　次の記述は、パラボラアンテナについて述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選べ。

１　パラボラアンテナは、放物面反射鏡とその焦点に置かれた放射器からなり、マイクロ波以上の周波数帯で用いられることが多

い。

２　パラボラアンテナの主ビームの電力半値幅は、開口面の直径に比例し、波長に反比例する。

３　パラボラアンテナの利得は、開口面の面積に比例し、波長の２乗に反比例する。

４　オフセットパラボラアンテナは、放射器やその支持構造物による遮へいを避けるため、放射器を開口面の正面から外側にずら

したアンテナである。

〔18〕　図に示すように、同軸ケーブルの中心導体を四分の一波長だけ上に延ばし、同軸ケーブルの外被導体に長さ四分の一波長の地線

を放射状に付けた構造のアンテナの名称として、正しいものを下の番号から選べ。

１　スロットアンテナ

２　垂直ダイポールアンテナ

３　ホイップアンテナ

４　ブラウンアンテナ

５　ターンスタイルアンテナ

〔19〕　次の記述は、マイクロ波の見通し内伝搬におけるフェージングについて述べたものである。　　　 内に入れるべき字句の正しい

組合せを下の番号から選べ。ただし、降雨や降雪による減衰はフェージングに含まないものとする。

(１)　フェージングは、　Ａ　 の影響を受けて発生する。

(２)　約 10〔GHz〕以下の周波数帯では、一般に嵐や降雨などの日より風のない平穏な日に、フェージングが　Ｂ　 。

(３)　等価地球半径(係数)の変動により、直接波と大地反射波との通路差が変動するために生ずるフェージングを、　Ｃ　 フェー

ジングという。

　　Ａ Ｂ Ｃ

１　対流圏の気象 大きい ダクト形

２　対流圏の気象 大きい Ｋ形

３　対流圏の気象 小さい Ｋ形

４　電離層の諸現象 小さい ダクト形

５　電離層の諸現象 大きい ダクト形
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〔20〕　図に示すマイクロ波回線において、Ａ局から送信機出力電力 2〔W〕で送信したときのＢ局の受信機入力電力は －35〔dBm〕

であった。この回線の自由空間伝搬損失の値として、最も近いものを下の番号から選べ。

ただし、送信及び受信アンテナの絶対利得をそれぞれ 43〔dB〕、送信及び受信帯域フィルタの損失をそれぞれ ２〔dB〕、送信

及び受信給電線の長さをそれぞれ 20〔m〕とし、給電線損失を 0.2〔dB/m〕とする。また、〔dBm〕は、1〔mW〕を 基準レベ

ルとしたデシベル表示である。

　　

１　 86〔dB〕

２　117〔dB〕

３　130〔dB〕

４　142〔dB〕

５　150〔dB〕

〔21〕　次の記述は、図に示す地表高 hに対する大気の修正屈折指数(修正屈折率) M の分布を表すＭ曲線について述べたものである。

このうち正しいものを下の番号から選べ。　

１　図１は、大気の屈折率が高さに対して一定であるときの M 曲

線である。

２　図２は、大気が標準的な状態で、屈折率が高さと共に減少する

ときのＭ曲線である。

３　大気の状態が図１のＭ曲線で表されるときは、電波は地表面よ

り大きな曲率半径で、凹凸の無いなだらかな曲線状に伝搬する。

４　大気の状態が図２のＭ曲線で表されるときは、電波は直線状に

伝搬し見通し距離より遠方に伝搬することはない。

〔22〕　次の記述は、鉛蓄電池について述べたものである。　　　 内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

鉛蓄電池は、電解液に　Ａ　、陽極板には二酸化鉛及び陰極板には　Ｂ　が用いられている。

この蓄電池の公称電圧は、単位電池当り　Ｃ　〔Ｖ〕であり、放電につれて徐々に低下し、放電終止電圧になると急速に電圧が

降下する。

　　Ａ Ｂ Ｃ

１　希硫酸 鉛 2.0

２　希硫酸 ニッケル 2.0

３　希硫酸 鉛 1.5

４　アルカリ溶液 鉄 6.0

５　アルカリ溶液 ニッケル 6.0

〔23〕　最大指示値が 10〔mA 〕で内部抵抗 35〔Ω〕の電流計に、抵抗値が 7〔Ω〕の分流器を接続したときの最大指示値として、正

しいものを下の番号から選べ。　

１　35〔mA 〕

２　40〔mA 〕

３　50〔mA 〕

４　60〔mA 〕

〔24〕　図は、周波数カウンタ(計数形周波数計)の構成例を示したものである。 　　　内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号

から選べ。　

　　　　　

　

　　Ａ Ｂ

１　局部発振器 周波数変換器

２　局部発振器 ゲート回路

３　局部発振器 中間周波増幅器

４　基準時間発生器 周波数変換器

５　基準時間発生器 ゲート回路
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